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は じ め に 

東京湾は我が国の代表的な内湾の一つである。海岸部では長い年月をかけて江戸川、荒川、

多摩川、養老川そして小櫃川をはじめとする大小の河川が土砂を運搬し広大な干潟を形成し

てきた。 

干潟は水質を浄化し、生物に良好な生息の場を提供するなど環境面で様々な機能をもち、

人々はその恵みを受けてきた。東京湾の干潟と人間生活との関わりは古く、その豊かな自然

の情景は万葉集にも「夏麻引く海上潟下」とうたわれ、そして今なお江戸前の名で親しまれて

いるように漁場として、そして釣りや潮干狩りなどのレクリエーション空間等として、その

重要性は変わっていない。 

しかしながら、首都圏の中心に位置する東京湾の沿岸は、我が国の他の内湾に比べ土地利

用の圧力が強く、江戸時代以降埋め立てや港の建設そして航路整備などが進められてきた。

特に近年では、残土や廃棄物の処分地としても活用されるなど首都圏の発展と相まって加速

的に改変が進み、かつて広く存在した東京湾の干潟はほとんど姿を消し、その結果、生物の

種数やその個体数の減少など様々な環境への影響が顕在化してきている。 

このような中、自然環境の保全・再生は、豊かで潤いのある生活環境を求める新たな時代

のニーズとして今日的な課題となっている。とりわけ、東京湾では首都圏にふさわしい潤い

豊かな水辺環境形成の期待は大きく、かつての良好な干潟環境の保全・再生への意識は各方

面で高まりを見せている。 

国土交通省においても所管する河川や海岸について自然環境保全の観点から河口およびそ

の周辺の干潟（以下「河口干潟」という）に着目し、他の内湾では経験したことがない程高

度に利用の進んだ東京湾を対象に、これまでの開発と自然環境の変化の関連を整理し、東京

湾における河口干潟の保全・再生の方向性を検討するため、工学、生物学の専門家などで構

成される「東京湾河口干潟保全検討会」を平成１３年１１月に設置した。 

検討会では、モデル干潟として選定した三番瀬における現状や課題を整理し、その保全・

再生のための方向性について検討を行った。さらにモデル干潟の検討結果をもとに、東京湾

の河口干潟の保全の方向性と再生の考察をとりまとめた。 

検討会は３年間で１１回開催され、現地での踏査及び検討やヘリコプターによる上空から

の視察も行われた。特に関東地方整備局江戸川河川事務所が江戸川放水路及び三番瀬を対象

に３年間実施した現地調査では、台風による出水の影響と三番瀬の構成材料や水質の変化状

況などを把握し、その結果をもとに検討会ではより科学的な議論が交わされた。 

これら検討会で得られた結果は、今後の具体の河川及び海岸の管理に反映させるとともに、

さらなる東京湾再生の議論に活かされ、そして全国の干潟の保全・再生の取り組みの参考と

なることを期待する。 

 
夏麻引く 海上潟の 沖つ渚に 舟は留めむ さ夜ふけ 

（万葉集 巻十四，詠み人知らず）
夏麻引く 海上潟の 沖つ渚に 鳥はすだけど 君は音もせず 

（万葉集 巻七，詠み人知らず）
東京湾学への窓 －東京湾の原風景－（高橋在久，1996）
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第 4 章 まとめ 

1．検討内容のまとめ 

 以上のように、他の内湾では経験したことが無い程開発が進み、開発とそれに伴う自然環

境の変化との相関を見ることで環境の復元を議論することが可能な東京湾に着目し、三番瀬

をモデルとして現在発生している課題とその原因分析を行うなどにより「東京湾河口干潟の

保全の方向性」を、また、東京湾及び流入河川の現状の分析により「東京湾の河口干潟再生

に関する一考察」をとりまとめた。 

 三番瀬をモデルとした検討では、淡水や土砂の挙動について着目し、その実体解明を試み

た。この際、出水時及びその後の江戸川放水路と三番瀬の環境との関係について 3 年間にわ

たって現地観測し、濁度、塩分濃度及び溶存酸素量などの水質の挙動や、粒度組成、酸化還

元電位などの底質変化、さらに河川からの流入土砂量のデータが蓄積され、併せて生物の分

布状況なども把握された。 

 この現地観測により、出水時及びその後の江戸川放水路と三番瀬との関係がある程度解明

された。例えば、出水後にある程度の波浪がなければ、浅海域において塩淡成層が形成され、

下層に酸素が十分供給されなくなることから下層が貧酸素状態になることが把握された。さ

らに出水後浅海域に堆積したシルト粘土分はその後の波浪と潮汐により徐々に分離され航路

や前置斜面沖などより深い水域へと移動していることなどが裏付けられた。ただし、このよ

うな物理・化学的現象に対して生物的な情報との関連づけを行うには至らなかった。 

 

 

現地観測により把握された現象 

1. 物理環境について 

1) 土砂の流出と堆積後の挙動 

(1) 河口浅海域の地形を形成する土砂の粒径（有効粒径）について 
 

・ 河口浅海域地形を形成する土砂は、主に細砂分（中央粒径0.075

～0.25mm）である。 

・ 洪水後、浅海域のシルト粘土分が時間の経過とともに減少してい

る。 
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(2) 河川から流出する土砂の粒径について 

・ 江戸川下流部の浮遊砂の粒度組成はシルト分が最も多く、その他

は粘土、細砂分がほぼ同程度の割合で構成されている。 

・ 浮遊砂に占める細砂分の割合は平成14年10月調査の市川橋、平成

15年9月調査の野田橋・関宿橋で約10％であり、江戸川放水路か

らの有効粒径土砂（細砂分）の流砂量は、近年10ヶ年5洪水の平

均値で約5,400m3と推察される。 
 

 

(3) 出水中～出水後の土砂の挙動 

① 海底に働く摩擦力について 
 

・ 出水時に河口浅海域に働く掃流力は、市川航路脇で比較的大きい

と推察される。 

・ 出水後は、主に波浪により前置斜面法肩の底面摩擦力が比較的大

きいと推察される。 
 

② 堆積土砂の挙動 
 

・ 出水により浅海域に運ばれたシルト粘土分は、その後の波浪や潮

汐等によって海底部から巻き上がり、水深の比較的深いエリア（

市川航路、前置斜面下等）に運ばれると推察される。 

・ 洪水流により直後は市川航路の両側で粗粒化傾向が生じるが、出

水後はシルト・粘土分を除いた細砂分率は他の浅海域と同様とな

る。 
 

③ 土砂輸送の方向 
 

・ 平常時における船橋浅海域のシルト粘土分の動きは、下げ潮時の

輸送が卓越しており、SE から SSE の方向に輸送される。 
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④ セディメントトラップ調査 
 

・ 平穏時には、市川航路河口部(L-27)の W～N の捕砂量が多く、船

橋沖合(F-ロ)では細砂分の割合が高い。荒天時には、浅海域（C-

ロ）、市川航路河口部(L-27)では、細砂分が最も多くトラップさ

れ、市川浅海域沖(C-ロ)や河口部(L-13)では中砂もトラップさ

れ、海底部の地形が大きな撹乱を受けていると考えられる。 
 

⑤ 表層土砂の挙動 
 

・ 行徳可動堰閉鎖33日後(8/16)の市川航路部では行徳可動堰閉鎖5

日後（7/18）と比較して10～30cmの堆積傾向が見られる。 

・ 4つのボーリング試料の深度別年代測定によると約50～60cmを境

に上下で年代が大きく異なる。したがって50～60cm以浅の層はそ

れより深い層に比べ非常に新しい堆積層と推察される。 
 
 
 
 

2. 生物について 

1) 底質と二枚貝生息密度 
 

・ 平成13年9月出水時の市川浅海域においては、出水直後の貧酸素

層が形成された水質条件下では底質は還元傾向になる。 

・ 平成14年7月出水時の市川浅海域では、底質は還元傾向にならず、

また、1ヶ月後に二枚貝が急増する傾向が見られる。 
 

2) マクロベントスの回復状況 
 

・ 放水路や浅海域の浄化作用に寄与すると考えられるマクロベン

トスは、種によっては洪水後 10 日間程度で増加する傾向が見ら

れる。 
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3. その他（水質変化） 

1) 洪水流の拡散による水質の変化 
 

・ 平成 13 年 9 月出水直後は、2～3m/s（NE～ESE）の風が吹いて

いた状況において、河口浅海域において塩淡成層の形成と底層で

の溶存酸素量（DO）の低下がみられた。一方、平成 14 年 7 月出

水直後は 8～16m/s（SE～WNW）の風が吹いていた状況において、

河口浅海域において塩淡成層は形成されず、底層の DO の低下は

見られなかった。 

 

 なお、このような出水時及びその後の河川と河口部の干潟との関連を解明するための現地

観測は過去例がなく、今後このような試みが積み重なっていくことで、さらなる現象の解明

が期待できる。また常日頃の汽水域の河川管理を行う上で、河川区域のみならず、河口及び

その周辺の地形変化や底質の状況などを把握することで、治水対策はもちろんのこと適切な

環境の保全と整備を適切に実施することが可能となるであろう。現象の予測・分析手法や基

礎的な調査の実施方法については、「汽水域の河川環境の捉え方に関する手引書（H16. 3. 汽

水域の環境の捉え方に関する検討会：委員長 福岡捷二広島大学大学院教授）」に解説がま

とめられている。 

 このような現地観測も踏まえ、モデルである三番瀬については、前置斜面前面に広がる過

去の埋立地造成の際に土砂を採取した跡地（深掘れ地）の解消や、老朽化した直立護岸の改

善などが急務とされるとともに、淡水導入や安定した土砂の供給などが今後の課題としてま

とめられた。 

 さらに、東京湾河口干潟の保全の方向性としては、海底地形の修復、汽水域や後背湿地の

形成、そして土砂動態の把握などが重要であるとされた。 

  

一方、「東京湾の河口干潟再生に関する一考察」では、東京湾及び流入河川について、干

潟の現状、前面の海底地形、海域利用状況そして流入河川の土砂供給能力などを整理した上

で、東京湾の横須賀及び富津以北の沿岸について 7 つのブロックに分類し、それぞれのブロ

ックについて干潟再生についてどのような可能性があるのかを整理した。 

 具体的には、多摩川では土地利用の状況を踏まえ、河川内及びその周辺において、ある程

度まとまった干潟の保全・拡大を検討することとしているなど、積極的な取り組みに向けた

準備作業を行っていく必要があるとされた。 
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2．今後の取り組みについて 

 今後の取り組みとしては、三番瀬については、平成 16 年 1 月に三番瀬再生計画検討会がと

りまとめた「三番瀬再生計画」を踏まえ、河川管理者として必要な対策や検討を進めていく

必要がある。 

 また東京湾においては、都市再生プロジェクトの一環として東京湾再生推進会議で検討が

進められている「東京湾再生のための行動計画」を踏まえ、河川管理者として必要な対策や

検討を進めていく必要がある。 

 これらの対策や検討を進めていく上で重要なことは、河口及びその周辺における地形や底

質等の基礎的な情報の把握である。今後は東京湾において、流入する各河川毎に、河口及び

その周辺の状況を河川区域以外についても把握する必要があり、「汽水域における河川環境

の捉え方（H16. 3. 委員会：福岡捷二委員長）」をもとに基礎的調査を実施しなくてはならな

い。当面は多摩川、荒川でも基礎的調査を適宜進めていくこととしている。 

 また、今回は既存データと時間の不足などから十分に議論できなかった河口干潟再生に関

する検討なども積み重ねていく必要がある。 
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あとがき 

 

３年間行われた当検討会では、これと平行して実施された江戸川放水路及び三番瀬におけ

る環境調査によって出水と河口干潟の環境との関係が明らかにされてきた。このような調査、

検討は前例がなく、今後の河川及び河口干潟の調査、研究や実務的管理を行う上で貴重なも

のとなったに違いない。 

 

また、当検討会発足後、平成１４年１月に始まった、千葉県主催の「三番瀬再生計画検討

会議」の議論の参考資料として当検討会の検討結果が活かされたことも、科学的な議論を積

み重ねていった当検討会の貢献の現れであろう。 

しかしながら、検討の結果は現時点の知見に基づくものであり、現地調査についてもその現

象の一部が明らかになったに過ぎないのも事実である。今後さらなる調査研究による現象の

解明とそれに基づく実務的管理が望まれる所である。 
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東京湾河口干潟保全検討会 検討経過 

 

平成１３年度 

検討会の開催 検討内容 

第１回検討会 

(平成 13 年 11 月 22 日) 

東京湾における干潟の現状 

モデル干潟として選定した三番瀬の環境の現状 

第 2 回検討会 

(平成 14 年 1 月 17 日) 

河口干潟における環境の課題 

三番瀬における河川の作用と現状 

現地検討会 

(平成 14 年 2 月 25 日) 

現地視察 

第３回検討会 

(平成 14 年 3 月 12 日) 

保全目的 

三番瀬における各課題の検討の方向性 

 

 

平成１４年度 

検討会の開催 検討内容 

第４回検討会 

(平成 14 年 5 月 16 日) 

本年度の検討項目と検討内容 

江戸川及び三番瀬の出水時調査計画（案） 

第５回検討会 

(平成 14 年 8 月 9 日) 

課題の検討（水際へのアクセス性という観点から

見た河口干潟への影響検討等） 

第６回検討会 

(平成 14 年 11 月 19 日) 

課題の検討（三番瀬への導水計画の検討、江戸川

放水路からの出水による三番瀬の環境変化等） 

第７回検討会 

(平成 15 年 3 月 6 日) 

課題の検討（江戸川放水路からの出水による三番

瀬の環境変化） 

東京湾全体の干潟の保全の検討手法（案） 

 

 

平成１５年度 

検討会の開催 検討内容 

東京湾ヘリ視察 

(平成 15 年 6 月 2 日) 

現地視察 

（ヘリコプターによる東京湾一周） 
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第８回検討会 

(平成 15 年 7 月 10 日) 

本年度の検討項目と検討内容 

課題の検討（三番瀬をモデルとした主な具体的検

討、江戸川放水路からの出水による三番瀬の環境

変化等）東京湾河口干潟再生に関する一考察 

第９回検討会 

（平成15年10月16日） 

課題の検討（江戸川放水路からの出水による三番

瀬の環境変化）、東京湾河口干潟保全の方向性、

東京湾河口干潟再生に関する一考察 

第 10 回検討会 

（平成 16 年 1 月 20 日） 

課題の検討（江戸川放水路からの出水による三番

瀬の環境変化）、東京湾河口干潟再生に関する一

考察 

第 11 回検討会 

（平成 16 年 3 月 10 日） 

東京湾河口干潟の保全の方向性について（案） 

（３年間の検討のまとめ） 
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東京湾河口干潟保全検討会 メンバー 

 

磯部 雅彦 東京大学大学院新領域創成科学研究科 教授 

清野 聡子 東京大学大学院総合文化研究科 助手 

二瓶 泰雄 東京理科大学理工学部土木工学科 講師 

風呂田 利夫 東邦大学理学部生物学科 教授 

(五十音順) 

 

 

行政委員  坪香 伸 国土交通省河川局河川環境課 課長 

（岡山 和生 前国土交通省河川局河川環境課 課長） 

金尾 健司 国土交通省河川局河川環境課 河川環境保全調整官 

宮武 晃司 国土交通省河川局河川環境課 課長補佐 

池内 幸司 国土交通省河川局治水課 河川整備調整官 

渥美 雅裕 国土交通省河川局治水課 企画専門官 

（小俣 篤 前国土交通省河川局治水課 企画専門官） 

松本 秀應 国土交通省河川局治水課 課長補佐 

（内藤 正彦 前国土交通省河川局治水課 課長補佐） 

（小平 卓 元国土交通省河川局治水課 課長補佐） 

細見 寛 国土交通省河川局砂防部保全課海岸室 室長 

（櫻井 克信 前国土交通省河川局砂防部保全課海岸室 室長） 

横山 晴生 国土交通省河川局砂防部保全課海岸室 海洋開発官 

（小池 剛 前国土交通省河川局砂防部保全課海岸室 海洋開発官） 

（岸田 弘之 元国土交通省河川局砂防部保全課海岸室 海洋開発官） 

笛田 俊治 国土交通省河川局砂防部保全課海岸室 課長補佐 

藤田 光一 国土交通省国土技術政策総合研究所環境研究部河川環境研究室 室長 

（安田 佳哉 前国土交通省国土技術政策総合研究所環境研究部河川環境研究室 室長） 

福濱 方哉 国土交通省国土技術政策総合研究所河川研究部海岸研究室 室長 

（鳥居 謙一 前国土交通省国土技術政策総合研究所河川研究部海岸研究室 室長） 

青山 俊行 国土交通省関東地方整備局河川部 部長 

（安川 歩 前国土交通省関東地方整備局河川部 部長） 

大西 亘 国土交通省関東地方整備局河川部 河川調査官 

（山田 邦博 元国土交通省関東地方整備局河川部 河川調査官） 
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唐澤 仁士 国土交通省関東地方整備局河川部 地域河川調整官 

田中 敬也 国土交通省関東地方整備局河川部河川計画課 課長 

（小島 優 前国土交通省関東地方整備局河川部河川計画課 課長） 

畠山 慎一 国土交通省関東地方整備局河川部河川計画課 建設専門官 

（常山 修治 前国土交通省関東地方整備局河川部河川計画課 建設専門官） 

木暮 陽一 国土交通省関東地方整備局河川部河川環境課 課長 

長野 拓朗 国土交通省関東地方整備局河川部河川環境課 建設専門官 

（唐沢 潔 前国土交通省関東地方整備局河川部河川調整課 建設専門官） 

前原 克二 国土交通省関東地方整備局河川部地域河川課 課長 

酒井 義尚 国土交通省関東地方整備局河川部地域河川課 建設専門官 

高柳 淳二 国土交通省関東地方整備局江戸川河川事務所 所長 

（加納 敏行 前国土交通省関東地方整備局江戸川工事事務所 所長） 

佐藤 元樹 国土交通省関東地方整備局江戸川河川事務所 副所長 

野路 一 国土交通省関東地方整備局江戸川河川事務所 建設専門官 

（米谷 信行 前国土交通省関東地方整備局江戸川工事事務所 建設専門官） 

榊 茂之 国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所調査課 課長 

石鉢 盛一朗 国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所事業計画課 課長 

吉田 成人 国土交通省関東地方整備局京浜河川事務所河川環境課 課長 

（山田 政雄 前国土交通省関東地方整備局京浜工事事務所河川環境課 課長） 

内藤 公夫 千葉県土木部河川海岸課 課長 

（印東 亮 前千葉県土木部河川海岸課 課長） 

（松尾 弘道 元千葉県土木部河川海岸課 課長） 

市東 洋 千葉県土木部河川海岸課 副課長 

（宮嵜 義昭 前千葉県土木部河川海岸課 副課長） 

（鈴木 良雄 元千葉県土木部河川海岸課 副課長） 

力久 広之 千葉県土木部河川海岸課 企画調整室 室長 

（吉野 英夫 前千葉県土木部河川海岸課 主幹） 
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